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先週のマーケット動向（11月 25日～11月 29日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,399.6  1,407.5  1,391.0  1,394.7  ▲7.1 

JPY/KRW 9.0930  9.3093  9.0593  9.2946  +0.243 

KOSPI 2,524.11 2,541.76 2,446.96 2,455.91 ▲45.33 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場は下落。週初のドル/ウォンは

1,399.6ウォンでオープン。前週末に欧州経済への懸念が

強まりドル買いが拡大したものの、1,400ウォン付近では

ウォン買いが強まり値幅は限定的な推移。26日オープン直

前に、トランプ次期大統領がSNSで中国への関税を強化す

ると表明したことが嫌気され、ウォンは急騰。同日

1,407.5ウォンの高値をつけた。その後27日にかけてはBOK

会合を控え小動きが続いた。28日のBOK会合では予想に反

して25bpの利下げを決定し、政策金利を3.00％とした。

BOKは景気見通しを下方修正し、ハト派な内容となったこ

とから直後にウォン安が進むも、高値圏ではウォン買いが

強まり上値は限定的だった。29日は米感謝祭による休場を

受けて取引閑散。1,395ウォン前後で方向感乏しい推移が

継続した。 (韓国時間15：30） 

 

今週の見通し 

今週のドル/ウォンは底堅い推移を予想。先週BOKのサプ

ライズ利下げにより韓米金利差は拡大傾向に。また、トラ

ンプ次期大統領の政策や、欧州・中東での地政学リスクを

巡る不透明感からドル高地合いは継続しよう。韓国株式市

場からは断続的に外国人投資家による資金流出が観測され

ており、こちらもウォン売り材料に。1,400ウォンが心理

的な節目と意識され、上値の拡大余地は限定的も今週のド

ル/ウォンは引き続き堅調を維持しよう。 
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* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 
 

今後の予定 

 

2日(月) 米 11月 製造業PMI 確報値
欧 11月 製造業PMI 確報値
米 11月 ISM製造業景況指数 

3日(火) 韓 11月 CPI 
4日(水) 欧 11月 サービス業PMI 確報値

米 11月 サービス業PMI 確報値
米 10月 耐久財受注 確報値
米 10月 製造業受注 確定値
中 11月 総合PMI 
中 11月 サービス業PMI 
米 11月 ISM非製造業景況指数 
米 11月 ADP雇用統計 

5日(木) 米 11月 失業保険新規申請者数 
韓 3Q GDP 速報値

6日(金) 米 12月 ミシガン大消費者マインド指数 速報値
欧 3Q GDP 確報値
米 11月 非農業部門雇用者数 
米 11月 失業率 
韓 10月 国際収支 確定値


